【　平成14年度　第2回入試専門委員会　議事録　】

〔日　時〕： 平成14年6月14日（金）

　　　　　　午後14時00分　～　午後16時00分
〔場　所〕： 公立大学協会　会議室
〔出席者〕： 東京都立大学　総　　長　　荻上　紘一（委員長）
　　　　　　東京都立大学　入試課長　　佐藤　信秀（委　員）

　　　　    横浜市立大学　教養部長　　只腰　親和（委　員）

　　　　    大阪府立大学　教務課長　　福元　　学（代理出席）

　　　　　　大阪市立大学　教務部長　　高田　昭正（委　員）

　　　　　　大阪市立大学　入試課長　　淺田　恒夫（委　員）

　　　　　　公立大学協会　事務局長　　宮澤　夏樹（委　員）

　　　　　　東京都立大学　入試課係長　後藤　光男（事務局）

　　　　　　東京都立大学　入試課主事　太田　幸輝（事務局）

　　　　    

　　　　　　公立大学協会　事務局員　　中田　　晃（事務局）












〔議事次第〕

1． 前回議事要録の確認

　　　荻上委員長：議事録を確認していただき、ご意見等ありましたら後ほど事務局にご連絡願いたい。

2． 報告・連絡事項

（1） 入試専門委員会委員について

荻上委員長：大阪市立大学淺田恒夫入試課長を新たに委員としてお迎えした。

　　　　　　　
（2） 公立大学協会総会について

　　　荻上委員長：第60回公立大学協会総会において、当面する緊急課題への対応として、以下の４つの研究・開発項目を掲げ、研究･開発スケジュールを報告した。

　　　　　　　　＜研究・開発項目＞

1 入試基本データの収集・分析

2 入試実施方法の改善（出題･採点等の実施体制、危機管理）

3 入試情報開示の拡大

4 ５教科７科目（入試センター試験）に向けた指針

3． 議　題

（1） 入試状況調査結果分析及び全大学調査方法の検討

　　　荻上委員長：第1回入試専門委員会で協議した、入試関係の全学的な基礎データを収集するための入試業務全般に関するアンケート調査を、テストランとして４大学で行った。主な調査項目は、

1 ５教科７科目への対応（導入するか否か、導入時期等）

2 入試担当体制（入試担当組織名、組織構成、業務内容等）

3 情報公開（試験成績・合否判定基準等の情報提供のあり方、非開示の理由等）

4 入試ミスへの対応（過去年度の入試ミスへの対処方、平成15年度入試への対応策等）

である。アンケート調査を試行して、どんな点に手直しが必要か、また、全大学に行うことができるかについて協議していただきたい。

　　　佐藤委員　：②の入試担当体制については、組織の捉え方が不統一になりやすい。

　　　只腰委員　：組織体制にこだわらず、基本的な業務内容で分類するアンケート調査がいいのではないか。

　　　委員全員　：同意する。

　　　荻上委員長：推薦入学についてのアンケートも必要ではないか。

　　　委員全員　：必要である。

　　　荻上委員長：募集人員、志願者数等の動員数データ項目も入れてほしい。

　　　　　　　　　また、情報開示の項目については、質問の内容に誤解の生じないよう、工夫した表現にする必要がある。

　　　　　　　　　それから、入試ミスへの対応については、平成14年度入試についてのみの情報ではなく、過去数年に渡る情報を収集してはどうか。

　　　委員全員　：同意する。

　　　荻上委員長：それでは、これまで出された意見を汲み、質問をたて直して75大学へアンケート調査を行うこととしてよいか。

淺田委員　：75大学に対して行うとなると、集計作業が相当大変なものになると思われるが、どう対処すべきか。

荻上委員長：アンケート調査は、今回だけのものとせず、将来に渡って定期的に行い、内容を更新できるよう、一定のフォーマットを作るのが理想的である。作成に当たっては、ITインフラ委員会に相談することができるか。

宮澤委員　：早急に検討してみる。

荻上委員長：メーリングリストを作成し、その上でアンケート調査を行うという方法も考えられる。

宮澤委員　：いつ頃までに集計を終えるか。

委員全員　：今年の入試業務が始まるまでに終わらせる必要がある。

（2） 文部科学省に対する平成14年度入試の点検・報告状況

各公立大学から送付された文科省への報告書（「大学入学者選抜業務の点検･報告について」）を基に集計された平成14年度入試ミスの内容を確認し、今後改善すべき入試ミスへの対応策について検討･協議した。

（3） 入試実施方法の改善（出題・採点等実施体制、危機管理）

佐藤委員　：改善策（案）を作成し、報告する。

（4） その他

· センター試験における外国語リスニングテストへの対応について

荻上委員長：高校側がリスニングテストの会場を提供することを提案したことから、着実に平成18年度導入へ向かっている。実施に当たって考えられる諸問題への対応策を考えていかなければならない。

· 第2委員会と入試専門委員会の位置付けの確認について

入試に関する審議事項については、入試専門委員会で協議･決定し、文科省への要請など、外部機関への働きかけは第2委員会が行うこととする。

· 次回入試専門委員会の日程について

次回入試専門委員会は、平成14年8月26日（月）14時から行うこととする。
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